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Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

A8551 オハニ36-5　ぶどう色1号　品川客車区

実車紹介

編成図

商品概要

付属品

オプション

予価：￥6,600（本体価格￥6,000）

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

なし

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
写真の複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

●マイクロエース客車シリーズのさらなる充実
●A6981(2011年12月出荷)に含まれる「オハニ36」を基にしたバリエーション製品
●雑多な木造客車を鋼体化した、当時の新鋭特急用合造車、オハニ36を単品で生産
●車掌室側のみテールライト点灯、消灯スイッチ付
●鋼体化改造されて数年後、台車履き替え直後、ぶどう色1号+旧車体標記の1950年代末の姿
●車掌室窓下の標記や、ナンバー上の所属標記「東シナ」、3等標記など時代設定に則して印刷
●荷重4トンの重量単位は「t」標記となった後の姿、一斉点滅装置付標記を印刷
●側面端に記入されていた検査標記は「C　31-12　長野工場」を印刷

　終戦後の混乱期に疲弊しきったインフラや車両をやりくりしてどうにか輸送を継続していた1950年代までは、
大正時代に製造された木造客車が多数残存していました。超満員の輸送時にはしばしば車体の破損事故が生
じたほか、万が一の脱線や衝突などの際には車体が粉砕されて被害が大きくなるなど事態が深刻さを増す一方、
GHQの方針として車両の新造が認められない状況が生じたことから、窮余の策として「木造客車の改造」名義で
鋼製客車を大量かつ短期間に整備する計画が立てられました。また、17m級の木造客車を20m級に拡張する
ことで輸送力の向上も併せて達成され、この計画に基づく鋼体化客車は60番代の系列で整理されました。
　当初は普通列車向けの座席車を優先して改造が進められましたが、状況が好転し始めた後には荷物車のほか、
特急用の普通・荷物合造車までが鋼体化改造で賄われることとなり、オハニ63として1955年に登場しました。改
造当初は木造客車から流用したTR11形台車を履いていましたが、高速運転に適さない性能だったこともあり、
1958年までに軽量客車と同等のTR52A形台車に履き替えて、形式もオハニ36に改められました。
　特急「あさかぜ」「はやぶさ」など、当時の九州向け優等列車に投入されて華々しく活躍しました。本製品は台車
を履き替えた直後、1950年代末頃の品川客車区に配置されていた姿をモチーフとしています。

対応なし幅狭室内灯
（G0005/G0006/G0007/G0008）

編成図商品内容

単品プラケース入（カートン入数：24）
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Photo :  ぬまじろう / PIXTA(ピクスタ)

※本製品に動力車は含まれません。走行には別途機関車などが必要です

※イラストはイメージです

※部品共用のため、一部実車と異なる部分があります

テールライト点灯


